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来且織学的に石灰化物の存在を認め得た epulis fibrosa , ossifying fing fibroma, cementifying fibroma. caト
cifying odontogenic cyst , calcifying epithelial odontogenic tumor の 5 種疾患を用いて，電子顕微鏡的検索
を行なった。
石灰化物の同定，さらに周辺構造を X線マイクロアナライザーを用いて， Ca と P について局所微量
元素分析を行なった。





した unit membrane を持つ vesicle が認められ，本疾患の石灰化に関与していることが示唆された。
石灰化物は，小単位の針状結晶塊が融合しながら成長する傾向が認められた。
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cementifying fibroma では， collagen fibrils の聞で石灰化が開始され，円形頼粒構造を呈していた。
層状構造は0.5μで、明瞭となった。
calcifying odontogenic cyst に於ては，従来組織学的検索から明らかにされている ghost cell の石灰
沈着と，変性した嚢胞上皮細胞の石灰沈着とを認めた o ghost cell の石灰化は，胞体内 vesicle の膜へ











層状構造を呈さないもの( non-Iaminated type) とに二大別し得た。そして， granule 構造から開始さ




められず\ある程度石灰化物が成長した段階で関与する所見を， epulis fibrosa , ossifying fibroma, calciｭ





本研究によって，初期石灰化物は granule 構造と vesicle構造を呈すること， granule構造から開始さ
れる石灰化は層状構造を呈して成長し， vesicle構造から開始される石灰化は針状結晶塊の融合により
成長する傾向を示すこと，さらに線維成分は，石灰化開始の時期に直接関与するのではなく，石灰化
物の成長過程において間接的に関与すること等の重要な知見を得たことは，病的石灰化機構を解明す
る上で価値ある業績と認める。
よって本研究者は，歯学博士の学位を得る資格があると認める。
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